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• 富山で求められるエンジニアの養成 
 ― ファーマ・メディカルエンジニア養成コースって？ 

• 何を学ぶか？ 何が学べるか？ 
 ― 就職先と必要な知識の例 
 ― 他専攻や医薬系での履修科目の例 

• 学生さんより一言 

平成26年４月より、富山大学大学院の理工学教育部修士課程の中に、ファーマ・

メディカルエンジニア養成コース（PMEコース）が新しく設置されました。工学や理

学を専攻とする学生に、自分の専攻以外の他学科や医学・看護学・薬学などの

他学部の基礎を学ぶ機会を与え、広い視野を獲得することで、医療関連企業や

製薬企業の生産部門などに就職するチャンスを作るコースです。 
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富山で求められるエンジニア 
の養成 ファーマ・メディカルエンジニア 

養成コース（ＰＭＥコース）って？ 

PMEコースって
何ですか? 

なぜ今、PMEコース
なのですか? 

ファーマ・メディカルエンジニア養成コース（PMEコース）は、富山大学大学院

理工学教育部修士課程の中に設置された新しいコースです。履修しようとする学生

は、まずこの大学院修士課程のいずれかの専攻に入学します。次にそれぞれの専攻

で電気、情報、機械、生命、化学、材料などを学びながら、自分の専攻以外の他専

攻や医学、看護学、薬学などの他学部の基礎知識を学びます。広い視野を獲得する

ことで、医用工学や製薬企業の生産部門などに就職するチャンスを作るコースです。

なお、PMEコースを履修するにあたって、大学院修士課程の通常の入学金・授業

料以外の特別な費用はかかりません。 

自分の専攻*注 +α 
電気、情報、機械、生命、化学、材料 

医学・看護学・薬学の基礎 

富山を代表する産業の一つは医薬品製造であり、また多くの精密機械・IT企業など

が医療関連事業に進出しようとしています。これらの企業では、医・薬・看護の基

礎を学んだエンジニア（PME）を数多く必要としています。PMEコースでは、地

元・全国の製薬産業や医療・福祉を支えるPMEとしての実力を身につけていきま

す。都会の大学からUターンして地元就職を目指す学生の皆さんにも、PMEコース

はお勧めです。 

医療・福祉・製薬産業で 
求められるエンジニアの養成 

どんなメリットが
ありますか? 

地元・全国の医療・福祉・製薬関連の優良企業との交流会やインターンシップな

どの機会があり、それらを通じて将来の就職・活躍の場を見つけ出すことができ

ます。また、欧米のPME養成先進大学との交流、短期留学、国際会議発表など

を通して、グローバル力も磨けます。 

関連企業との交流 

国際交流力の涵養 

＊注: 理工学教育部修士課程のいずれの専攻生でもPMEコースの履修が可能です． 



何を学ぶか？ 何が学べるか？ 

何が学べるか？ 他専攻や医薬系での履修科目の例 

何を学ぶか ？ 就職先と必要な知識の例 

PMEコースでは 
どんなことが学べますか? 

PMEコース履修生は、他の理工学教育部院生と同じようにいずれかの専攻に所

属して、自専攻で修士号を取得するための科目・研究を修めます。その上で余力

に応じて、他専攻や医学薬学教育部の医科学・薬科学・看護学専攻の講義（必要

に応じて学部の講義）を受講したり、海外の大学に留学したりして、地元・全国

の製薬産業や医療・福祉を支えるPMEとしての実力を身につけていきます。ま

た、PMEコース履修生向けに実習科目を開講しています。 

例) 製薬会社（エンジニアとして） 

例) 医療機器メーカー 

＜求められる知識・技術＞ 
解剖学、生理学、病理学、電子工学、信号・画像処
理、プログラミング、精密機械工学、光学 など 

＜求められる知識・技術＞ 
 粉体工学、分離工学、移動現象論、伝熱、乾燥、
混合、流体力学、プロセス設計、スケールアップ、
計測制御、統計解析、品質管理工学、薬物動態、
薬力学 など 

希望業種の想定 

必要な知識・技術の確認 

 
自専攻で不足する内容を、他専攻
や医学薬学教育部の科目から履修
（必要に応じて修士課程科目や学
部科目から履修） 

履修科目の決定 

生命工学専攻生の場合 

電気回路、電子回路、センサ工学、光工学、
計測工学、メカトロニクス、基礎流体工学、
伝熱工学、粉体工学、移動現象論 

神経情報工学、ロボット制御工学、 
生体システム、生体高分子界面化学 

医科学概論、生物医学倫理学、人体機能学、
分子ゲノム医科学、高度先進医療実践学、
人体形態学、和漢医薬学特論 

知能情報工学専攻生の場合 

他専攻の学部科目 

他専攻の修士課程科目（特論） 

医学薬学教育部科目 

PME実習 
PME概論 

細胞生物学、遺伝子工学 

他専攻の学部科目 

ロボット制御工学、生物反応工学、
分析化学、放射線生物工学、薬理
学・遺伝子工学 

他専攻の修士課程科目（特論） 

医科学概論／生物医学倫理学、高度先進医
療実践学、バイオ統計学、病態薬理学、病
態検査医学概論、遺伝情報制御学特論 

医学薬学教育部科目 
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学生さんより一言 
ＰＭＥコースを履修している大学院生から、 
皆さんへ向けたメッセージです。 
 

PMEコース問い合わせ先 大学院入試情報 

富山大学 大学院 理工学教育部 

PMEコース 事務担当・髙澤 

TEL  076-445-6701 

E-mail  pme@pse.eng.u-toyama.ac.jp 

ホームページ 

   http://pse.eng.u-toyama.ac.jp/pme/ 

E-mail ホーム

ページ 

入試情報は、以下のサイトの大学院 

理工学教育部修士課程（工学領域） 

募集要項にて詳細をご確認ください。 

http://www.u-toyama.ac.jp/admission/graduate/ 

出願期間  

・平成27年4月入学生第2次募集: 平成27年1月13日-15日 

・平成28年4月入学生推薦入試: 平成27年5月-6月頃(予定) 

・平成27年10月入学生および 

 平成28年4月入学生第1次募集: 平成2７年7月頃(予定) 


